
尚美学園大学芸術情報学部紀要　第３号

テレビ歌謡番組の撮影技法における演出的機能の考察
―楽曲分析を含めた事例研究の試み―
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A Case Study on the Camerawork & Switching in Musical Programs on TV
-An attempt to analyze the video-taking technique based on musical analysis-
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Abstract

In musical programs on television, directors plan their images, shooting singers, using impressive

cameraworks and switching. We considered by a case study based on a music analysis about these

special features of the video expression. In the camerawork of musical programs, frequent scenes of

close-up shots of the singer and changes to have adjusted to musical expressions are expected from the

audience. Therefore, it is likely to be the tendency in which it will often become redundant scenes. To

reduce this tendency, various shots, camera techniques and impressive connections between shots are

utilized. In our case study, we confirmed that frequent scenes of close-up shots and the close move-

ments frequent camera approaches were necessary in order to display superb mix in accordance with

the musical performance. Also, we realized that there exist methods based on the musical structure in

the visual emphasis. With the variation of the camerawork－ by using a three-camera operation, for

instance－ it is difficult to express the methods in the appropriate way without redundancy.
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［要約］

テレビジョン放送の歌謡番組では、カメラワークとスイッチングの技法を駆使して、歌手
などがスタジオにて演奏、歌唱する様子が撮影される。これらの独特な映像表現の機能につ
いて楽曲分析を交えた事例研究によって考察した。歌謡番組の撮影は、被写体の変化が少な
い中で歌手の顔を良く見せ、音楽の流れにそった形で変化をつけるという繰り返しが基本構
造である。この冗長性を緩和するためにも多彩な構図と動きのあるカメラワークや印象的な
ショットの接続が必要とされる。事例においても音楽の高揚を表現するため、アップショッ
トの提示と近接する動きが多用されていたが、これらの必然的な強調にも音楽の構造に基づ
く段階がある。限られたカメラ台数によってなされる撮影技法のバリエーションでは適切な
表現と冗長性の緩和の両立は難しい。

キーワード：テレビ番組、音楽、撮影、演出、楽曲分析
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はじめに

テレビジョン放送の歌謡番組では、ミュージシャンあるいは歌手などがテレビスタジオに

て演奏、歌唱する様子をさまざまな技法を駆使したカメラワークとスイッチングによって撮

影する。その方法論は、多様なジャンルの存在するテレビ番組にあって独特のスタイルを持

っている。

これら独特の撮影技法が用いられている映像の表現は、どのようなねらいを持ってプラン

され、また機能しているのか。撮影技法の特徴と楽曲分析を交えた事例に基づく具体的な表

現法の考察を行う。

１．撮影方法の特徴

歌謡番組のカメラワークの特徴は、移動撮影やフォーカステクニックの多用が挙げられる。

また、構図のバリエーションについても、被写体の大写しであるアップから、空間の方を強

調した遠景まで、サイズと被写体の画面配置によって変化がつけられている。さらに、画面

切り替えについては、ディゾルブ（オーバーラップ）が頻繁に用いられることや、短いカッ

トが連続するケースなど印象の強いショットの接続が特徴である。これらの技法が持つ個別

的な機能は、単純な視覚変化や被写体の美化あるいは緊張や情緒の高揚など心理的な変化の

表現であるが、いずれも要所で変化や強調を行うための技法とされており、通常ドラマなど

の撮影では安易に繰り返して用いられることはない。歌謡番組の映像表現は、なぜこのよう

な形で行われているのか。

２．演出の根拠と問題意識

これらの軽音楽番組のコンテ（カット割り）作成について、NHKの部内テキストに以下

のような記述がある１）。

テレビの音楽番組のコンテは、ドラマ番組等の如く、台本の内容そのものからすべて

が発し、これによって番組の進行が規制されて行く性格のものではなく、音楽という生

きた生態を、その時々のそれを表現する歌手あるいはプレーヤーの心理的、精神的感情

のあり方によって、そのとらえ方が変わってくる素材の番組であるから、素材を如何に

ならべ、その素材の組み立て方によって如何に内容を盛り上げてゆくか［省略］その素

材の音楽の進行を如何にとらえて文字で表現して行くかが考えられて、出来上がったも

のがコンテとして作成されて行くのである。

このような考え方に基づいてカット割りがなされているのであれば、音楽番組に独特な撮

影技法は、つまり、音楽の進行と歌手の音楽にこめられる感情に直接的に結びついていると

いえる。実際に音楽番組の制作に携わる技術者の報告では、まず「詩、メロディーを十分に

吟味し、その曲のモチーフをつかまえなければならない」としたうえで、「音楽番組は、音

楽の流れ、つまり流動感を生命とする基本がある。［中略］いかにメリハリのある映像を織
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り込み、番組全体をバランスの整った画面構成に仕上げていくかが、撮影にあたって重要な

要素の一つである」としてこれらの考え方をより具体的に裏付けている。またここでは、

「曲の始めから終わりまで単調なカメラワークでは変化に乏しく面白みがない」とその問題

意識を指摘している２）。つまり音楽番組の撮影は、単調だと退屈なものになるということで

ある。

そもそもテレビの構図は、「明るい部屋で見る」から「映画以上に『刺激的』でなければ

ならず、そのために画面の『ヴァラエティー』や『変化』が決定的に要求される」という特

性があり３）、視聴者を退屈させないためにいかに絵変わりをさせるかということは、絶えず

制作者の心がけるべき点である。映像のコンテが有効に機能するためには、もちろん、変化

のための変化であってはならないが、画面の変化やバリエーションは、映像表現にとって重

要な要素であることは間違いない。

音楽番組とは主たる被写体である歌手が、ホリゾントやセット前で歌うというシンプルな

状況の中での撮影行為である。しかもそのパフォーマンスは、一人の歌手あるいはメインボ

ーカルを中心に行われることから、場所や人物は同一で絵変わりしにくい。このような状況

の中で、視聴者の興味を満たす歌手の肖像を提示するためにも、また歌唱中の高揚した表情

を捉え劇的訴求を行うためにも「寄り」のショットが多用され、その構図は単調なものにな

りやすい。

音楽の進行と歌手の音楽にこめられる感情に規定されながら、要所では歌手の顔を良く見

せ、音楽の流れにそった形で変化をつけるという繰り返しが、これら撮影の基本構造である。

この冗長性を緩和するためにも多彩なショットや動きのあるカメラワークを活用し、さらに

印象的なショットの接続を加えることで、その映像表現に変化がつけられているのだといえ

る。

3．事例研究

このような映像表現のねらいとその効果は、用いられる個々の技法の機能や構図の意味を

楽曲の分析と対比させることによって、より的確に把握できるといえる。そこで、一つの楽

曲を事例として楽曲分析と撮影技法の分析を試み

ることとする。

事例は、平成 3 年 7 月 3 日フジテレビ放送の

『夜のヒットスタジオ SPECIAL』での中森明菜の

歌う「二人静」とした。今回の事例研究の目的か

ら、上述の音楽撮影の冗長性が強調されやすい状

況、つまり主要な被写体である歌手は一人で、ダ

ンスなどの移動がなく、美術や照明によっても、

全体のイメージが一定で、撮影に変化がつけにく

いものが適切と考えたからである。スタジオの状

況は、図 1の通りであるが、ホリゾントの強調さ
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れた背景セットは、転換や視覚変化のポイントもなくカット割りに変化を加味する要素はほ

ぼ見当たらない。また照明の変化も、人物ライトの上げ下げのみで楽曲を通じて印象を変え

る転換はなく、カット割りへの影響はないと判断した。撮影は、ペデスタルカメラ 3台のみ

である。

3．１．事例曲の構成

イントロ（16 小節）→メロディＡ（8小節）→メロディＢ（9小節）→メロディＣ（11 小

節）→間奏 1（4小節）→メロディＡ（8小節）→メロディＢ（9小節）→メロディＣ＋間奏

1（13 小節）→間奏 2（8小節）→メロディＢ（9小節）→メロディＣ 2回＋間奏 1（22 小節）

→エンディング（4小節）

調性：ハ短調（自然短音階による） 尚、楽曲の楽譜及びカット割を資料 1-1 ～ 1-4 に示

す。カメラワークは、楽譜上部にショットと水平方向のアングルを略記し、カメラの切り替

わるタイミングを縦線で示した。ディゾルブ（オーバーラップ）のカット線は、それが始ま

るタイミングを表し、トランジッションタイムは、録画テープから判断できる時間を音楽の

拍数でカッコ内に示した。

３．２．楽曲の分析と撮影技法の分析

（1）イントロ

① 1～ 4 小節：コードのない、エレクトリックピアノに 4度音程で重ねられた胡弓の音色

が特徴で、曲全体の開始に東洋的な響きを印象づける。旋律は明暗のあいまいなフレーズで

あるが、胡弓の艶やかな音色が、歌われる世界の情感を音楽に付加している。画面は、アウ

トフォーカスされた横顔のショットである。

楽曲のイントロ部のカメラワーク、特にファーストカットは、これまでの流れを断ち切り、

歌の世界に導入できるよう機能すべきで、情緒的なイメージを喚起したり、逆に錯覚を引き

起こしたりする目的の部分ショットによることも多い。このようなアウトフォーカスされた

画面の提示は「幻想的場面や心理的動揺等の劇的表現の場合に使って効果がある」４）とされ

る。この冒頭 4小節は、楽器の音色もあって哀愁のある響きを持つことから、歌詞の描く回

顧的なイメージを連想させる。歌謡曲の編成である西洋的な楽器と音使いに移行する前に、

歌詞のテーマと思われる世界を音楽的に表現していることから、これらの印象を視覚的に強

調するために用いた映像表現と考えられる。また後続のカットにも深いディゾルブで接続さ

れ、これらのイメージが、展開する楽曲の変化にも意識されるよう機能している。

② 5 ～ 12 小節：コードとドラムのリズムがあり、前の 4 小節間の東洋的な響きに対し、

西洋的なものに変わる。5 ～ 8 小節のコードパターンが 9 ～ 12 小節でも繰り返され、ボー

カルの短い語りが入る。ここでのコードパターンは、少し暗いマイナーセブンスのコードで

始まりながらメジャー・キーのコード進行となっていて、暗さも含むがやや明るい響きと、

コードのリズムも半拍前に先取りすることで、音楽の推進力を少し強めている。画面は、ロ

ングショットから語りにつながる音価の大きいメロディに乗って比較的ゆっくりとした接近
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する動きである。

初めて提示される「引き」の絵は、エスタブリッシュショットの役割を果たし、語り部分

を見せる「寄り」の絵に至るドリーは、カメラワークの技法としてさまざまな機能が指摘さ

れているが、ここでは、楽曲の始まりを意識させる音楽の構成に合致して、ドリーの典型的

な機能である「視覚を通して内容に導入する」５）という定石的な手法を活用している。また

語りの始まりでウエストショットとなるこの近接の動きは、語りの終了まで持続し、最後は

歌手の表情を極端に画面右側に寄せて、後続カットへの移行をスムースにしている。

③ 13 ～ 16 小節：メロディとベースだけの 2小節のフレーズの繰り返しで、メロディＡに

至るつなぎともいうべき部分。コードはないが、冒頭提示されるベースの「Ｃ音」は、先行

するイントロ②のマイナーコードと同じベース音のために暗めの印象となる。またこの部分

の最終音となる「Ｄ音」は、直前の「Ｅ♭」音から 7度音程で上行して緊張感を与える。画

面は、フレーズに呼応する形で右側次いで正面の若干アウトフォーカスされたクローズアッ

プを順次深いディゾルブで切り替え、メロディＡへ移行する前の視覚的強調を行っている。

この部分で特徴的なことは、先行する 12 小節目までのカットからこのカットに切り替わ

る際、照明が人物ライトを左（下手側）からの側光のみに変化させ、被写体の右顔（上手側）

に陰影をつけていることで、語り部分の終了後 13 小節目に提示される右方向からの横顔は、

暗さの強調された表情となっていることである。これは、本稿の趣旨からは多少逸脱するが、

響きの与える印象を伴い、語り後の深い心情をローキー照明による「暗さ、哀感といった情

感表現」６）の付加された被写体を映し出すことで表現していることになる。長いディゾルブ

で、最終音の直前までこの暗い横顔は強調されている。

（2）メロディＡ

二つのフレーズ（各 4 小節）からなる。ボーカルのメロディは、8 分音符中心（ベース、

ドラムは 16 分音符中心のリズム）で、歌詞をやや細かなリズムに乗せている。コードはマ

イナーだけで、常に暗い響きを与える。1コーラス目の画面は、ロングショットのゆっくり

したトラックである。

楽曲を通して二度あるメロディ Aの部分は、音楽の与える緊張感がこの曲の中で最も弛

緩している部分といえる。特に 1回目は、イントロ部分の印象の強い映像表現をロングショ

ットの提示により視覚的に弛緩させている。横方向の移動ショットであるトラックは、「流

動美、情感、迫力」７）を表現するとされるが、ここでは、単調ではあるが細かな音楽の動き

に呼応して、緩やかな変化を視覚的に表現しているといえる。

2コーラス目のメロディ A部分は、後述する。

（3）メロディＢ

二つのフレーズ（4小節と 5小節）からなる。ボーカルのメロディは 2分音符中心のリズ

ムで、メロディＡのやや細かいリズムのメロディに対し、ここではメロディの一音一音が長

い音符で歌詞をゆっくり聴かせる。それに対応するエレキギターとベースの伴奏はオクター
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ブのユニゾンで、1小節のフレーズの繰り返しが 8分音符中心のリズムのため、曲の他の部

分とのリズムの差はあまり感じないが、サブメロディー的な低音のフレーズが深刻な歌詞の

内容を強調している。メロディＢの終わりは、メロディ、コードとも次のメロディＣを導く

音と響きを使っていて、後続の音楽に期待を持たせる。1コーラス目の画面は、メロディＡ

から連続したやや左側からのロングショットが、歌手を右側から捉えるバストショットにま

で斜に近接するという動きを 2台のカメラで繰り返す。2台の構図は意図的に揃えられ、あ

る種の錯覚をねらったものである。

メロディＢは、音楽的なクライマックスであるメロディ Cに至る部分で、情緒が高揚し

ていく過程である。楽曲全体の中で三度繰り返されるこの部分のカメラワークは、いずれも

近接する動きあるいは、近接したショットといった情緒に訴える劇的強調がなされる映像の

表現がとられている。ドリーなどの近接する動きには「カメラを近づけることによって緊張

はさらに高まる」効果があり、また「大写しは、最も強い緊張、最も深い心理を表現する」

ものとされる８）。したがって、この部分の音楽と歌詞の効果がフレーズ最後のロングトーン

をピークに徐々に高揚するような映像表現がなされているのは自然なことである。しかし問

題はそのバリエーションで、本事例は 3台のカメラの流し撮りであるからその運用上の制約

からも妥当な表現をプランすることが求められる。

この 1コーラス目のカメラワークを考察してみると、カメラの動きによってその音楽的な

変化をつけながらも先行するメロディＡと後続のメロディＢの境目にはカット線を引かず、

それよりも変化の意識の低いフレーズの境目にカメラが切り替わることで、見るものにショ

ックを感じさせる。しかし、同じ構図を繰り返すことで、これが意図されたショックである

ことを了解させる。このようにして、この個所の表現の前提である近接したショットのバリ

エーションを生み出しているといえる。特に 29 小節目に行われるカットは、先行カットの

高揚感をいったん引き戻すロングショットの接続であるからショックは大きく、カメラワー

クの変化の方に意識が働くが、逆にメロディＣに接続される 33 小節目では、カメラの切り

替えを行わないから、この部分で最も高揚した被写体の表情を十分に提示できるメリットも

含んでいる。主要な個所を何度か繰り返しながら盛り上がっていくという歌謡曲に顕著な構

造の中で、1コーラス目はある程度劇的強調を抑えながら、要所の表情を見せるという表現

になっている。

以降のメロディＢ部分は、後述する。

（4）メロディＣ

ボーカルのメロディは三つのフレーズからなる（4小節のフレーズの繰り返しと 3小節の

結び）。ボーカルのメロディとベースのリズムは 8 分音符中心（ドラムは 16 分音符中心）。

メロディは 1小節単位で下降するラインを 3回繰り返し、コードも変化が多いことから音楽

的に緊張感を与えている。胡弓のサブメロディーも絡みそれを強調している。さらに結びの

3 小節に至る直前では、音程を上行させてその緊張感を持続させながら、4 分音符が下降し

て落ち着くというフレーズで終わる。この部分は楽曲中 4回繰り返され（結びのフレーズは
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3 回）、音楽的に最も盛り上がる部分であるが、結びの部分はいずれも「寄り」のショット

であること、そして比較的動きの速いカメラワークがなされていること（例外的な 2コーラ

ス目については後述）が共通点であるが、その方向に一定性はない。

1回目のカメラワークは、メロディ Bから継続するアップショットをそのままのサイズで

左にトラックし、さらにもう 1台のカメラで同じ動きを繰り返す。結びのフレーズでは、さ

らにカメラを切り替えルーズなウエストショットとなる。このカットは、若干の横移動を含

みながら、スピード感のある接近で正面からのアップに至り結びを迎える。この部分の最初

の画面切り替えは、メロディ Bで述べたものと同様に、不規則な位置での切り替えである。

しかしその接続は、落差のある大きな後退ではないから、ショックはさほどではなく、「寄

り」のショットのトラックは、被写体の表情を十分に捉えながら、アングルの変化も大きく

迫力の付加された視覚変化で、音楽的な盛り上がりを強調している。続く結びのカットは、

被写体を画面左下に寄せ、周囲の空間を広く含んだ若干不安定な構図から速目の接近でアッ

プに迫る。メロディＢの項で、近接する動きの効果の概要について触れたが、これらのスピ

ードのもたらす効果については、「淡々としたセリフが次第に熱をおびでくるなどの表現の

ときにはドリーイン、あるいはズームインのスピードが、スローにしかもじわじわとサイズ

を上げていく。また、サスペンスドラマの 1 カットなどになると、より急速なドリーイン、

あるいはズームインのほうが、より効果が発揮される」９）と指摘され、スピードの変化が訴

える効果の質や強さを変化させることを示している。このカットの接近運動は、したがって、

歌い終わりのフレーズに緊張感を強調的に付加していることになる。

以降のメロディＢ部分は、後述する。

（5）間奏 1

メロディＡの前の、イントロの終わりの部分（前述イントロ③の 4 小節）と同じもので、

機能は前述の通り、間奏というよりつなぎ的なもの。画面は、先行するメロディＣのアップ

ショットから、切り替えなしにロングショットまで後退する。1コーラス目の歌い終わりの

緊張感を弛緩させる定石的な手法といえる。ただし、2小節単位で繰り返されるフレーズを

通して行われる後退の動きは、はじめの 2小節とその後の 2小節では速度の変化がつけられ

ている。歌い終わりの表情を良く捉えている前半は、ゆったりとした後退でその表情の変化

とともに、定石的な緊張からの弛緩を表現しているが、後半はその後退のスピードを速め、

予期される以上の速度感が後続カットへの切り替わりまで続く。近接スピードの変化につい

ては前項で触れたが、「ズーマーによる急速な接近、あるいは後退、クレーンによる大きい

接近、後退は、おどろくべき遠近感、立体感を出し、ドラマの内容に変化と深さを附与する」10）

という指摘に基づけば、急速な後退によっても一種の緊張感を訴求できるわけで、実際この

カットもいったん弛緩させる働きをする、ゆったりとした後退の動きを続けながら、その速

度を速めることでこの部分の最終音の持つ緊張感を視覚的に表現しているといえる。

またこの部分のフレーズは、先の指摘通り、アレンジも含めてイントロの終わりの部分と

同一である。旋律は共通でも行われるカメラワークの機能が異なることからも、行うべき映
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像表現が特定のフレーズにすべて依存されるものではなく、前後の関係性により変化すべき

であるという認識を再確認できる。

（6）メロディＡ（2回目）

歌詞は異なるが、音楽的には 1回目と同じ。画面は、被写体の表情が確認できるサイズと

なるが、トラックショットであることは同じである。トラック移動のアングルも、1コーラ

ス目とほぼ同じであるが、「寄り」のショットである分、速度感は増している。サイズと速

度感の上昇により、1回目よりも情緒や緊張感の高揚を強調した表現である。

（7）メロディＢ（2回目）

1 回目と歌詞のみ異なる。画面は、正面からのロングショットを徐々に近接させていき、

最高潮となるロングトーンでは、左右からのクローズアップをフラッシュさせる。資料のカ

ット割りでは簡素化して表記してあるが、実際の切り替わりをリズム譜にしてみると、

＜ ＞となり、二つの構図を交互にフラッシュさせる。細かい切り替わり

で、歌手の表情はあまり確認できないが、非常に強い視覚効果となっている。

この部分に共通するカメラワークの問題意識は前述の通りだが、ここでの表現のベースと

なる正面からの近接は、最もオーソドックスな表現である。カメラ位置が正面なので、歌手

の情緒の訴求力も高い。強調されるべきこのフレーズの最終音の表現は、1回目が表情を良

く捉えているのに対して、ここでは映像的な視覚効果を優先させて変化と強調を行っている。

（8）メロディＣ（2回目）

1 回目と歌詞のみ異なる。ただし、ボーカルのメロディの終わりで間奏 1 が重ねられて

（1 回目より、間奏 1 が 2 小節分早く出て）次の間奏 2 につながる。画面は、先行カットの

ベースとなっていた正面のバストショットをいったん心持ち近接させた後、そのままロング

ショットまで後退させ、次いで結びのフレーズでは、二つのカットに分割してアップによる

左右の切り返しを行う。

結びのフレーズは、前述のフラッシュカットを除けば、初めて提示される 1小節単位の切

り返しであり、1回目のこの部分とは違うバリエーションで視覚的強調を行っている。ただ

し、これに先行する 65 小節目からの 8 小節間のカットは、音楽に同調していない。若干の

近接する動きを交えながら、70 小節目までを緩やかな後退でルーズウエストショットに至

り、歌手の表情をなるべく近接した状態で捉え、その後、表情の捉えにくいサイズとなった

後は、そのスピードを増して訴求力の弱まった構図に緊張感を付加するなどの工夫は行われ

ている。しかし、直線的な後退が主で、音楽の盛り上がりに対しては、結果として物足りない

表現となっているのだ。この部分はカメラワークの前後関係を考えると、その運用上、他の

カメラを用いることは難しく、また、後続のアップショットの連続した表現を強調するため

にいったん落差のある「引き」の絵を提示する必然もある。このような状況から、制約の中

で可能な工夫の行われた、前後を生かすためのつなぎ的な役割を果たしていると考えられる。

10 尚美学園大学芸術情報学部紀要 第３号　テレビ歌謡番組の撮影技法における演出的機能の考察



（9）間奏 2

この部分は、イントロ③（間奏 1も同様）とまったく同じ短いフレーズの後、8小節に渡

る胡弓のメロディ。この旋律は初めて提示されるもので、付点 2分音符の長く伸びたリズム

と時折飛躍する音使いで、ソロのパートを歌うように奏でる。ドラムとベースが付点 8分音

符と 16 分音符の跳ねるリズムに乗っているので、短調の響きの中にも流動感を失わせない。

曲全体のクライマックスにあたる次のメロディＢ・Ｃへ緊張感を持続させながらスムースに

導入する役割を果たしながら、音楽的なアクセントとしても機能している。画面は、つなぎ

的な冒頭のフレーズから「引き」のサイズの緩やかなトラックショットをベースに、歌手の

アップショットが二度挿入されている。

2コーラス終わりにあたるこの間奏への導入手法は、画面上 1コーラス目と弛緩させる機

能は共通であるが、手法を変え変化をつけている。前述の最終音に絡む意識的な表現もない。

間奏 2 の映像表現で特徴的なことは、二つのインサート的なアップショットの提示方法で、

映像のベースとなるトラックショットの間に、固定の状態のアップショットが音楽的なタイ

ミングを外した不規則な長さで提示される。ショックとともに被写体の存在感が強調され、

音楽とは別の形で緊張感を付加している。

（10）メロディＢ（3回目）

歌詞、音楽とも 1回目の繰り返し。画面は、ほぼ 1小節の単位で二つのクローズアップを

ディゾルブで繰り返し重ねてゆく。

この楽曲中最も印象的な強調が行われている部分である。単純な繰り返しであるが、繰り

返すことで緊張感が非常に高まって行く。またこの部分の最終音では、左側から斜にアップ

を捉えていたカメラが、ほぼそのままのサイズで正面に回り込み歌手の情緒的な訴求力を最

も高めている。ここまで 3回繰り返してきたこのパートの表現は、変化をつけながら、回数

を重ねるにしたがって、より強調した表現を行うようプランされていることも了解できる。

（11）メロディＣ（3回目、4回目）

3 回目は、始めの 8小節の音楽は同じであるが、結びのフレーズの 2～ 3 小節目は省かれ

て 4回目の繰り返しに接続される。この部分で 4回目のつなぎとなる 103 小節目のアレンジ

は、資料には掲載していないが、ドラムとベースのフィルインで 4回目に向かう盛り上がり

をつけている。4回目は歌詞も含めて 1コーラス目と同一である。

画面は、アップからロングショットへ退くことをおよそ 4小節ずつ二度繰り返すことから

始まる。直進的な後退を 8小節かけて行っていた 2コーラス目のこの部分の表現とは異なり、

スピードを高め横方向の動きも加えて視覚的な変化を強調し、緊張感を保っている。続くカ

ットは、右からのアップショットの提示で、2回目のこのフレーズの表現とショットの方向

以外は同じである。

4 度目の繰り返しに入り、「引き」ショットから斜に近接する動きでアップショットに至

り、そのままロングショットまで後退するという 4小節単位の早い接近と後退をワンカット
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で行う。次いで歌い終わりとなる結びの部分は、正面からのウエストショットであるが、こ

の部分の 1回目から 3回目までのカット割りでは、同一のタイミングで切り替えが行われて

いた切り替え場所をこの回のみ 1小節前にずらしてショックを与えている。また結びに際し

て提示されるショットはウエストショットであるが、ズームバック・ドリーインで被写体の

サイズは一定に保ちながらも背景の画角に変化を与え視覚的にも印象的な表現としている。

楽曲全体のクライマックスに際し、移動距離のある横方向の動きに速い接近後退の動きを

加えることで音楽的な盛り上がりと緊張感を表現し、また落差のあるカットの接続で視覚変

化を強調し、さらにそれを連続させテンポをあげるなど、カメラワークの表現としても最も

変化の大きい部分となっている。

（12）エンディング

メロディＣの 2回目の終わりと同様の接続でイントロ③と同じフレーズが入り、続くエン

ディングはイントロの冒頭部分と同じ胡弓とエレクトリックピアノが 4度音程で重なるフレ

ーズを提示し曲が終わる。画面は、イントロ③のフレーズを繰り返す部分では、音楽も同一

であることから、映像もあえてイントロ③と同じものを繰り返している。しかしここではキ

ーライトも照らされており印象も異なるが、カメラのフォーカスもジャストフォーカスであ

り、歌い終わりの表情を明確に捉えようとしている。様式としてイントロのそれと対をなし

ながら、果たしている機能は異なる。続く最終カットも、音楽の終わりに際し歌手の肖像を

提示するという定石的なショットである。

４．考察

これらの撮影技法の構造を音楽の部分ごとにまとめてみると、イントロ部分は、楽曲への

導入と音楽的な心理の劇的強調を美しい構図とその接続で表現し、メロディＡ部分では、弛

緩した状況を横方向の動きを中心に表現している。続くメロディＢ部分は、徐々に高揚する

音楽の効果を接近する動きと同一構図の繰り返される接続によって強調し、メロディＣの音

楽的な緊張を移動ショットのスピードや落差のあるショットの接続で表現している。また間

奏部は、「引き」の構図や後退する動きで、弛緩させる効果を中心に、短時間に速い動きや

落差のあるショットを提示し緊張感を与える。エンディング部は、歌手の歌い終わりの表情

を十分提示する。そしてこれら（エンディングをのぞいて）を全体的なクライマックスであ

る楽曲の終盤に向けて、変化をつけながら徐々に強調的な表現が行われるよう配置されると

いうものである。

これらを俯瞰してみると、要所では必ずアップショットの提示がなされている。これは、

前述の通り歌謡番組においての絵撮りの原則である。したがって、このアップショットにど

のように至るかという過程で変化をつけることとなるが、それすら接近する運動が中心とな

る。この事例では、その方向は、大別すれば正面からか、横からかの二通りしかない。後退

する動きやロングショットの提示は、原則として画面を弛緩させる。そこで接続のタイミン

グの変化や引く方向の動きにスピード感をつけて緊張感を持続しながら落差のあるアップシ
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ョットを接続する。この楽曲中、単に音楽的な弛緩を表現すべきは間奏の入りの部分のみで、

音楽的に盛り上がるメロディＢとメロディＣにおいては、いくつかのショットで後退した動

きとなり、最後にはロングショットとなるが、直後に接続されるショットはいずれもアップ

である。つまりロングショットの提示はそれ自体に意味があるのではなく、アップをより強

調的に表現するための機能として活用されているのであり、二つのカットを合せて作成され

る接近運動のバリエーションといえる。

一人の被写体に、3台のペデスタルカメラという、現在では簡素な撮影状況で、各所に合

致する撮影テクニックを駆使して、楽曲の構成と詩の印象をもとに変化と強調がなされてい

る映像表現であったといえるが、繰り返される楽曲の部分では、やはりそのバリエーション

に限界があることをみせられた。

おわりに

歌謡番組においては、近年さらに多くの変化や刺激の表現に、カメラの増数や特殊なクレ

ーンの活用が当たり前となった。さらに映像による視覚変化や強調は、もちろん撮影技法の

みによるものでなく、美術や照明による効果的な表現を加えた総合的な表現であることから、

これらの技法に関する検討もまた行われたうえで、このような番組においての映像表現がど

うあるべきかを分析する必要もある。しかしながら、これらの技術をはじめとする表現要素

の機能は結局は変化や強調で、どのような技法も、いかに歌手のアップショットに至るか、

あるいは印象的に捉えるかというここでの考察を変えるものではない。魅力的なアップショ

ットの提示が最も重要な表現であるというシンプルな構造は普遍である。
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